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生韓z於ケル淋巴管系J注入法ト‘JJ外科的膿用
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ソノ領域淋巴腺存在部位ノ清掃i賞者ハ感性腫Fi9iコト＝痛腫ノ手術ニ際シテ行ハJレ、、

(Ausrii.umung) ＝際シ淋巴管系統ノ見出ヲ容易ナラシムル目的＝テ京都帝大木原教授ノ

、「イデイ」＝従ヒ恰モ色素注入＝ヨル淋巴管系統ノ解剖察的標本＝於ケルガ如ク生目豊＝於

テ生理的食堕水＝i容解シタル墨dヴ仕二入シテ淋巴管系ヲ着色シi合モ顔面ノ黒沈ヲ見ルガ如

ク一目瞭然ナラシムJJ...事 ＝成功シ之ヲ外科的疾患ノ手術＝!i窓用セントシソノ第一歩トシテ

牢L~高患者＝行ヒテ成功シソノ方法及ピ標本ヲ供覧シテ之レヲ推奨ス。

事寄根山布h
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/Jミ気管支食道痩J1例ex線寓真供覧）

気管支食道態ハ御承知ノ様＝食道痛、食道想室、淋巴腺腫ガ破レタリ、又背椎「カリェ

ス」、或ハ錯砲＝打タレタリシテオコルモノデアツテ、カナリニ陥ナ疾患デアノレ。私ハ最近

ソノ 1例ア経験シタノデコ、＝報告シX線忠良ヲ供噌シマス。

．患者ρ !li)歳ノ男子。

活！事的関係。叔父Y胃~~手、従兄弟 jf肺結核テ死亡。 Yノ他特エ述べ Jレ毛ノナジ。

既mど。生来健康ヂア アテ、ョレ 1、言 7病気ニ擁ツタコトハ ；）• 111・、 8-9年前ニ符j姦ヲ病 h 注射

7 I)恒！守ケ「Y」氏！又肱が陰性トナYテ注射ヲヤメ？ n

現在症。本年ノゴ月頃認、ムペキ誘因 ji• ナグ食物ヲ鴨下ス即時ユソ νず会活 7ji1ji@. ス yνl、 i 7 感ミ：／ ti•非

常ニ明ラカニアル様ニナク テ同時ニ物 ji• 'lム広jJ＇ア:Y~ 。：：月ニノ、食物カ‘咽im ノヤ、下部ニ停留ス Jν ノ

テγ・Jt7写ゾテ流Vヨム椋ニV~n 5 月二円カグノ虫目。食物ヲ流 V ゴム時ニ疹掃］ j1• アル様ユナクテ 5 月ニ

，、 y ノ悠術力・ 7 ヨ P ナリ χ胸脱会健ニf~ 7: ·~様ニナアタ。 4 月ユ「 F」氏反腹陽性デアツタノデ水銀注射

7G 回ワケ担。主主欣ハ少 γ 毛良 F ナラナイ。 1、ョロ ti• 8月1日ユ鴨 F時ニ疹荊Iti·~－員 'llTIWt- ニ呼吸鴎難ず

アクテ 5日＝－ ＞、念ニ咳倣R在淡ずア Y テソノ I臨J~ ，、背緑色ヲオピ慈兵力。77 タヵー血液ノ、混 ＇；：／ fイ。＇／ .) ｛.是

常ニ強度ノ咳倣略査定力。アル。 10月2日ニ食治鏡検査ヲウケテ門1窃ヨリ＇.！ 5糠ノ応ニi店街慢性ノ陸揚ji＇アJν

ト言ハレ タ。 ョノ検査ノ前後ユ於テがf~~，： ノ異11;·~Ji JI"づラ 7'.o:li?t近山主主；倣略疾ハ夜ユ多F、同時ニ胸託金

総！ニf割前YアYテ略疾ノ、多小背色ヲオピテキ Jレjt怒央ハナ ジ。 然ρ 初メカヲナ 4。

現在鹿児。骨格細F、滅痩ジ、皮下脂肪織，、純メテ主士、皮府内蒼I当η 脈臨IE湖、.t.rj提ニ其常民主見ナ ジ。

肺ρb:l]i市ノ会常~I ，、打診的ニ少 'l )J短、 .fl.to右 l、毛一般ニ呼吸音ノ、組、 Of'.;J,一 F 、 ~t音 ヲキ、殊ニ 'If 剤； ニ

於テ ~.t符分l比1% ノ湯島ニ強イ笛A華ヲキグ。腹部、四肢ユノ、具常広見ナジ。入院以来依然。

10月s口附頭鋭7以テ匁管ヲ検ス Pレユ筑4幸分蚊部ノ L後壁ニ火E子

yノJ表而zド十目1、赤色、夏ニ Yノ少ジ上部ニ1］、指原大ノニア ノii'ii1i;IJ' 7' :YテYノ表面｛円以白i色ノ苔tltノ

物ニ苦iハレ 0.5椀位粘膜而 ヨリ高グナYテヰルノ jJ・見エタ。



;::is 『1 本外 科 l'V i同 第七容 色 彩 三 協

10 n n日＝食道議険査ア行ツタガ、 l"J幽［ヨリ 23糎ノ庭＝右壁ョリ前壁ェワタツテ鰐保

＝食道粘膜ガ.＆：遺腔内＝内聞lシテヰテ、ソノ排縁，、潰場｝伏ア呈シ、友黄色ノ苔或ハ姉皮拐i

ノ：j万ェ蓋ハレ、ソノ左後方＝示指頭メミノJ黒ク見ヱル虚ガアツテコレガ恐ラク爆孔ト思ハレ

ル。コノiJJ，ク見ヱル部ノ更 ＝－tr.＝－食道孔ガ小サク見エル。

サテコノ患者＝消毒シタ「バリウムJ水ヲ飲マセアX線絵査ヲ行ツタ ＝－ ~ 「バリウム」ガ食

道ノ狭窄部マデエクト直＝逆嬬動ガ起ツテゾ J大部分ハ吐出ザレルガ一部ハ下方円＝、一

部ハ淋巴腺ト思ハレル臨場 ノ q~ ヲ遇ツテ気管支＝行午、同時＝強ク咳敬ガオコツテi信実 ト

共＝患者ハ「パリウム」ア排出スノレ。シカシ一部分ハ吏＝気管支ノ末梢 ＝進入シア行ツタ υ

諸民ハコノ瞬間＝撮ツタモノデ、極メテノj、量ノ「バリウム」ヲ極メア徐々ニ膜下サセテ慰霊5

＝成功シタモノデアル。コノ；馬民ヲ見ルト気管分岐部ノアタリデ気管支食道建ノ生クテヰ

ルコトガ日月ラカアアJv"

コノ忠者ハ恐ラク淋巴腺ガ臆脹 ン、次デ膿疹ア作リ、ソレガ一方ハ筑色：へ、ーブjハ食道

へ破レタモノデアルト思フ。ソノ本態＝付アハ向研究rI1デアル＠


